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○平成25年度発掘調査一覧

事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡）

国北

土海

交道

通開 

省発

　局

札幌開発建設部
道央圏連絡道路泉郷道路工事 千歳市 キウス３ 4,930 

国営かんがい排水事業 長沼町 幌内 A 675 

函館開発建設部 高規格幹線道路函館江差自動車道 木古内町

大平１ 606 

大平４ 1,420 

札苅７ 10,825 

室蘭開発建設部 厚幌導水路工事 厚真町 厚幌１ 1,440 

網走開発建設部 旭川紋別自動車道遠軽地区 遠軽町 金山６ 1,230 

北

海

道

渡島総合振興局 北檜山大成線交付金 B（地方道）事業 せたな町 都 55 

胆振総合振興局 厚幌ダム建設事業 厚真町

オニキシベ１ 3,314 

イクバンドユクチセ２ 1,600 

イクバンドユクチセ３ 9,200 

上幌内３ 8,000 

上幌内５ 300 

合計 43,595 

○平成25年度の発掘調査
○長
ながぬま

沼町幌
ほろない

内A遺跡

　遺跡は、長沼町と千
ち と せ

歳市の境界付近にあり、国道337

号線を挟
はさ

んで約1万㎡に広がっています。調査地点は標

高約24ｍの沖積地に立地しています。

　昭和元年、工藤祐吉氏らによって発掘され、縄文時代

中期・後期、擦文文化期の遺物が採取されています。今

年度の調査では、幌内川の旧河道が幾筋も重なっている

様子が確認されました。そこからは上流から流されてき

た縄文時代後期～擦文文化期まで各時代の遺物が出土し

ました。

　また2本の旧河道の間の中
な か す

洲からは、縄文時代晩期か

ら続
ぞくじょうもん

縄文時代の土坑５基、集石６ヵ所が検出されました。

旧河道の調査
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平成25年度発掘調査位置図
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　遺跡は、ＪＲ木古内駅から北東へ約２km、孫
まごしち

七川左

岸の海岸段丘上、標高10 ～ 13mに位置し、緩やかに

傾
けいしゃ

斜して南の孫七川側が低くなっています。調査面積は、

1,420㎡です。

　遺構は、竪穴住居跡２軒、土坑10基、焼土３ヵ所、

剥
はくへん

片集中５ヵ所が検出されています。竪穴住居跡の時期

は縄文時代後期前葉と考えられます。土坑は規模と形態

がそれぞれ異なります。昨年度の剥片集中は大きめの

頁
けつがん

岩フレイク剥片が主体でしたが、今年度はチップが主

体で検出されています。

　遺物は、縄文時代後期前葉を主体とした土器が出土し、

石器は石
せきぞく

鏃がやや多く出土しています。

○木
き こ な い

古内町札
さつかり

苅７遺跡

○木
き こ な い

古内町大
おおひら

平４遺跡

竪穴住居跡の調査

竪穴住居跡（H-12）

○木
き こ な い

古内町大
おおひら

平１遺跡

　遺跡は、国道228号とJR江
え さ し

差線に挟まれた、木古内

駅の北東約2kmの津軽海峡を望む海岸段丘に位置しま

す。段丘は西側を大平川、東側を孫
まごしち

七川に挟まれ、両河

川が合流する河口に舌状に張り出しています。

　検出されている遺構・遺物はほとんど縄文時代晩期の

もので、そのほかに縄文時代後期後葉や擦
さつもん

文文化期の遺

物が確認されています。段丘上では土坑8基、焼土3 ヵ

所が検出され、墓坑からは漆
うるし

製品やサメの歯がみつかっ

ています。また、斜面では土器捨て場が見つかり多量の

破片が出土しています。

調査の様子

　遺跡は、ＪＲ札苅駅より北へ約500ｍ、標高25 ～ 35

ｍの海岸段丘上に位置します。海岸に沿って低位の段丘

が平坦に広がり、後背の丘陵地形との境に立地しており、

幾筋かの沢に解析されています。南西側に700ｍほど海

岸へ向かうと、北海道の亀ヶ岡文化で知られる縄文時代

晩期の遺跡、札苅遺跡があります。

　遺構は、竪穴住居跡12軒、土坑40基、焼土7 ヵ所、

フレイク集中２ヵ所が検出されています。時期は、縄文

時代中期後半～後期後葉にかけてのものが主体です。な

かでも特徴のある遺構はフラスコ状土坑で、斜面上に複

数構築されています。竪穴住居跡の床面からは縄文時代

後期前葉～後葉の土器や石器が出土しています。縄文時

代後期後葉の竪穴住居跡は、フラスコ状土坑と同様、斜

面上に構築されています。



4

　遺跡は、厚真町市街地から北東へ約12㎞、厚真川支

流のオニキシベ川右岸に位置します。標高は約62 ～

72mです。

　昨年度に続く調査で、今年度は調査区の北西側（3,314

㎡）を調査し、土坑6基、Tピット2基、集石1 ヵ所が見

つかりました。

　出土した土器は縄文時代中期から後期のものが主です

が、東
ひがしくしろ

釧路Ⅳ式土器などの早期の土器もまとまって出土

しています。剥片石器では黒
こくようせき

曜石製の石鏃が多く、礫石

器では砂岩製の台石や石皿が多く出土しています。また、

滑
かっせき

石やカンラン岩製の製作途中の玉類もいくつか出土し

ています。

○厚
あつま

真町オニキシベ１遺跡

調査風景（北東から）

調査の様子

　遺跡は、厚真市街地から北東へ10 ～ 11km、厚真川

右岸の河岸段丘上、標高62 ～ 65ｍに位置します。樽
たるまえ

前

c火山灰より上位では、擦文～中世アイヌ文化期の集落

跡を確認しました。平地住居跡7軒、建物跡1棟、焼土5 ヵ

所、灰集中2 ヵ所、礫
れき

集中3 ヵ所などが見つかっていま

す。遺物は、長楕
だ え ん

円体の礫（棒状礫）が多く、ほかに擦

文土器や鉄製品などが出土しています。平地住居跡のう

ち1軒は母
お も や

屋のほかに付属施設をもち、内
ないじてつなべ

耳鉄鍋片が出

土しました。また1軒は集石に擦文文化期後期の高
たかつき

坏が

伴
とも

っています。建物跡は舌状にのびる段丘の先端部に位

置し、太く深い9本の柱穴が田の字状に構成されており、

高床構造をもつものと推測されます。樽前c火山灰より

下位では、竪穴住居跡・Ｔピット・土器集中・フレイク

チップ集中など、縄文時代早期～後期の遺構・遺物が見

つかっています。

○厚
あつま

真町上
かみほろない

幌内３遺跡

　遺跡は、勇
ゆうふつ

払郡厚真町、厚真川の上流部の支流、イク

バンドユクチセ沢の右岸、標高約80ｍの山中の平坦部

にあります。発掘調査は６月中旬から開始しました。調

査区の中央付近には、北西から南東方向に流れる無名の

沢をはさみ、東側をＡ地区（5,500㎡）、西側をＢ地区

（3,700㎡）としました。

　Ａ地区は、上位の黒色土層でアイヌ文化期の焼土や礫

集中を調査し、擦文文化期後期の土器も出土しています。

下位の黒色土層では、トレンチ調査で縄文時代の遺構・

遺物を確認しました。

　Ｂ地区下位の黒色土層では、縄文時代の竪穴住居跡や

フレイク集中を調査し、縄文時代中期・後期の土器や、

黒曜石製の石器、礫石器がみつかっています。

○厚
あつま

真町イクバンドユクチセ３遺跡

平地住居跡
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　わたしは、今年の４月から、東日本大震災の復興支援調

査に伴い、（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

ターに出向しました。全国各地には埋蔵文化財保護のため

の様々な組織があり、それぞれが独立して存在しています。

これらの組織は、各都道府県や市町村などの普段は土に埋

まっている地域の歴史・文化を考古学の面から発掘調査を

通して明らかにしています。私たちの（公財）北海道埋蔵

文化財センターもそのうちの一つです。

　北海道埋蔵文化財センターでは、先の阪神 ･ 淡
あ わ じ

路大震災

においては様々な制度上の問題等があり、復興支援を行う

ことができませんでした。しかし、今回の未
み ぞ う

曾有の大災害

にあたり、文化庁をはじめとする関係各機関のご尽力によ

り、支援が可能となったことにまずは感謝したいと思いま

す。わたしたちは、地域の歴史と文化の中に息づいている

のであり、それらを国全体で支援していく体制がようやく

整ったからです。

　わたし自身は、宮
み や ぎ

城県栗
くりはら

原市築
つきだて

館の出身で、北海道に来

てから、はや 18 年となりました。宮城県栗原市は内陸で

すが、今回の震災では地元にいる家族も被災し、２週間か

ら１か月ほどは連絡もままならない状態でした。家族から

聞く被災地での状況は、想像し難いものがありました。東

北から関東の沿岸部にかけての情報はテレビや新聞でも再

三報道されていましたが、特に岩手県、宮城県、福島県の

東北３県の沿岸部での状況は、忘れることができません。

　被災地では現在、復興支援道路事業や高台への集団移転

事業、個人住宅の造営などが急ピッチで行われ、そこが遺

跡であれば、埋蔵文化財の調査が行われます。わたしの派

遣されている岩手県では、埋蔵文化財センターの復興関連

調査のみで約 18 万㎡あり、これは北海道埋蔵文化財セン

○2011年3月11日の東日本大震災に伴う復興支援調査について

間木戸Ⅱ遺跡の現地説明会にいらした多くの地元の方々

ターが通常行う一年間の調査面積の約４倍にあたります。

しかし、これらの調査が終了すれば復興が加速していくこ

ととなり、早
さっきゅう

急に対応しているところです。

　現在、わたしは岩手県下
し も へ い

閉伊郡山田町の間
ま き ど

木戸Ⅱ遺跡の

調査に従事しています。遺跡は縄文時代中期後葉（今から

約 4,500 年前）の集落跡と飛
あ す か

鳥～奈良時代の集落跡（約

1,350 ～ 1,450 年前）で、多くの竪穴住居跡、土器や石器、

金属製品が出土しています。そこから 50m ほど離れた間

木戸Ⅴ遺跡では飛鳥～奈良時代の製
せ い て つ ろ

鉄炉などの製鉄関連遺

構が見つかっており、「海の蝦
え み し

夷」として全国的に注目さ

れた房
ぼう

の沢
さわ

古墳群からは 800m と近接していることから

何らかの関連が想定されています。今後の成果が期待され

ます。

　昨年度あたりから、復興支援に伴う埋蔵文化財調査に対

して、「復興の妨
さまた

げになっているのでは？」という意見を

散見しました。私たちの行っている埋蔵文化財の発掘調査

は、一般的な事業に伴う環境調査や地質調査などの様々な

調査の一環であり、事業と両輪をなすものです。復興事業

を推進していくなかで明らかとなる地域の歴史や文化を解

明し、新たな光をあてることを目的としています。被災地

にとっても、地域の歴史や文化はかけがえのない大きな財

産です。そうした大きな財産を今後に伝えていくためにも、

私自身としては、日々、被災者の気持ちに寄り添った調査

を心掛けています。

　どうぞ、みなさんのご理解をよろしくお願いします。　

（公益財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

　                                        文化財専門員　佐藤　剛）



6

　私は、平成 19 年から平成 23 年までの５年間、毎年夏

から晩秋までの季節を上川総合振興局管内北部にある下川

町で調査を行ってきました。下川町は天
て し お

塩川の支流である

名
な よ ろ

寄川の中流から上流にかけての一帯で、面積は 644k㎡

を有し森林とアイスキャンドル発
はっしょう

祥の町としても知られて

います。調査した遺跡は「前サンル１遺跡」・「サンル４線

遺跡」・「北町Ｊ遺跡」があり、いずれも下川町の市街地か

ら北へ約５km、サンル川の両岸に立地しています。ここ

はサンルダム建設工事に関連した埋蔵文化財調査で、平成

18年から延べ12,972㎡の調査を行ってきました。『サンル』

にはアイヌ語のサン・ル（浜へ出る路）等の意味があります。

　遺跡の特徴は、「珪
け い か が ん

化岩」と呼ばれる石を素材にした石

器が多く出土したことにあります。遺跡周辺では「珪化岩」

を採取することが可能で、サンルの遺跡群はこれを利用し

多量の石器製作を行った原産地遺跡として位置付けること

ができます。　珪化岩は「堆
たいせき

積岩」とよばれるものの仲間で、

サンル一帯に広がる新第三紀（約 1,200 万年前）頃の火

山性堆積物で構成されたモサンル層の中に帯状に存在して

います。珪化岩帯の中には茎
くき

や葉などの植物の化石が含ま

れていて、稀
まれ

に石器の表面に顔をのぞかせていることがあ

りました。調べてみると非常に珍しいことがわかりました。

　一般的に植物が化石になる過程では、圧縮されて潰
つぶ

れた

状態で見つかるのが通常です。しかし下川町で見つかった

植物化石が貴重なのは、「３次元構造を維持したままであ

る」ということにあります。石の中に封じ込められた植物

が形を保ったまま潰れることなく化石で見つかった例は日

本では下川町が初めてで、種によっては世界で初めてのも

のもあり、下川に関連する名前が付けられているものもあ

ります。

　これらの化石は、長年下川町で植物化石を研究している

千葉大学理学研究科の松本みどり先生（理学博士）他が発

見、報告したものです。植物は暖かい場所に生育している

ものがほとんどで、現在の北海道や日本に生息していない

ものもあります。見つかった植物化石から約 1,200 万年

前頃の下川周辺の姿が見えてきました。秋の訪れが早い現

在の様子とは少し違うようです。皆さんも想像してみてく

ださい、人類が誕生する以前の暖かだった頃の北海道を。

○下
しもかわ

川町サンル産出、石器の中の植物化石

1

2 3 4

１　Picea nakauchii, 　ピセア 　ナカウチイ

　針葉樹類マツ科・トウヒ属：北海道や八ヶ岳付近にも分布。植

物化石の存在を最初に発見した下川町在住の中内伊勢吉氏にちな

んだ名前がついています。

２　Glyptostrobus rubenosawaensis, 

      グリプトストロ－ブス 　ルべノサワエンシス

　ヒノキ科・スイショウ属：湿地を好む針葉樹で、現生種は中国

東南部に限定的に生育しています。当時の下川は温暖で湿潤な気

候であったことが考えられ、その後寒冷化して日本では絶滅しま

した。ルベの沢（ポンモサンル川）で世界で初めて内部形能を残

したままの化石が発見されました。

３　Decodon mosanruensis,　 デコドン 　モサンルエンシス

　被子植物・双子葉植物類 , ミソハギ科・デコドン属：半水生の

多年草で、現生種はアメリカ東海岸のフロリダを中心とした温帯

の湿地にしか生育していません。水辺や湖の縁辺部に生えていた

ことが推測できます。下川北東部のモサンル層中の珪化岩から日

本で最初に発見されたものです。

４　Osmunda shimokawaensis, 　オスムンダ 　シモカワエンシス

　シダ植物・ゼンマイ科 , ゼンマイ属 : 内部の構造が比較できる

化石はアジアからは初めて見つかりました。ゼンマイの起源は古

く、形をあまり変化させずに数億年生きているようです。

　引用・参考文献

　中新世石化化石による現生型植物の分化過程の解明

　下川町ふるさと交流館展示解説シート

　（このコラムの執筆にあたり、千葉大学の松本先生からご教示と写真の   

      提供を受けました。心から感謝申しあげます。）

　　　　　　   （第２調査部第 2 調査課　課長　笠原　興）



7

○炭の中に種子をみつける

　その後、私は千歳市の調査へ異動となりましたが、中野

Ｂ遺跡の調査は続けられ、最終的には 10 粒のヒエ属種子

が出土しました。その中には種子の形態に膨
ふく

らみがみられ、

人の手が関わった馴
じゅんか

化（栽
さいばい

培の過程）の可能性を示す重要

な資料も含まれています。この調査で発見されたヒエ属種

子は、現在でも日本で最古のものです。

　千歳市キウス４遺跡、千歳市キウス５遺跡、北
ほ く と

斗市茂
も べ つ

別

遺跡、千歳市ユカンボシＣ 15 遺跡、千歳市オルイカ２遺

跡など当センターの調査した遺跡の情報も含めて北海道内

の遺跡調査の結果から、未検出の時期を若干残してはいま

すが、縄文時代からアイヌ文化期まで、連
れんめん

綿としてヒエ属

種子が利用されていることがわかってきています。

　近年、新たな手法として、土器に残る種子などの圧痕に

樹脂を注入し、できあがったレプリカを観察、同定作業を

行う「レプリカ法」が注目されています。この方法を熊本

大学の小畑弘己先生が積極的に利用され、縄文時代のダイ

ズを発見するなど、大きな成果をあげられています。北海

道の遺跡出土土器についても、小畑先生により調査がはじ

まりました。

　このように、さまざまな手法を使い、毎年行っている調

査を積み重ねることにより、地道ではありますが、情報を

蓄
ちくせき

積し、検証していくことで、昔の人たちが食べてきたも

の、利用してきたものを、ほんの少しずつですが、明らか

にしていくことができるのではないかと思っています。

　私自身は、平成 13 年度より道立センターの仕事を担当

する普及活用課に所属し、財団センターが行う発掘調査に

は直接関わらなくなっておりますが、得られた情報を一般

の方々にできるだけわかりやすく伝えていきたいと、日々

頭を悩ます毎日です。この短文も、皆様にしっかりと内容

が伝わるといいのですが・・・。　

引用・参考文献

　（財）北海道埋蔵文化財センター 1996『中野 B 遺跡』北埋調報 97

　（財）北海道埋蔵文化財センター 1998『中野 B 遺跡（Ⅲ）』北埋調報 120

　吉崎昌一 2003「ヒエとアズキの考古植物学」　山口裕文・河瀬真琴編著

　『雑穀の自然史』北海道大学図書刊行会

　小畑弘己・佐々木由香・仙波靖子 2007「土器圧痕からみた縄文時代後・   

  晩期における九州のダイズ栽培」『植生史研究』15-2　日本植生史学会 

 　　　　　

                （第１調査部普及活用課　主査　倉橋   直孝）

     昔のひとたちは、どのようなものを食べていたのか。

　当然、すべての情報が残っているわけではありませんが、

食べた後の残りカスやゴミ、炭化物など、何らかの事情で

食べられることなく土中に埋
まいぼつ

没したものを調べることによ

り、情報を得ることができます。

　その中でも、私が学生時代から興味をもっていたのは、

植物の利用に関することでした。情報を引き出す方法は、

炭化物の中から種子や木の実の殻片などを探す、という極

めて地味な作業によるものです。フローテーション法と

いって、炭化物の多くが水に浮くという特性を利用して、

炭化物が含まれる竪穴住居跡の床面や炉
ろ あ と

跡、屋外の焼土や

貯
ちょぞうけつ

蔵穴などから土
どじょう

壌をサンプリングし、乾燥させたのち、

水洗いし、そこから得た資料を選
せんべつ

別していく。私は、属種

を決める同定者ではありませんが、遺跡の調査から資料を

みつける役割を担
にな

ってみたいと思ったのです。

　平成３年、センターに入社し、翌年から調査に向かった

のは、函
はこだて

館市中
な か の

野Ａ・Ｂ遺跡でした。この遺跡は、縄文時

代早期中葉の集落跡で、草
そうそう

創期の帯
おびひろ

広市大
たいしょう

正３遺跡が見つ

かるまで、帯広市 暁
あかつき

遺跡とならぶ、北海道で最古の集落

跡とされていました。

　中野Ｂ遺跡の竪穴住居跡には、最初に住居を造った面

（構
こうちく

築面）から生活をしていた床面までの間の堅くしまっ

た土の中に、細かな炭化物が含まれているものがありまし

た。炭化物といっても数センチに達するものはほとんどな

く、多くは数ミリ単位のものです。その中の大部分が炭化

材の破片ですが、ごく少数、種子類が混じっているのです。

　私が調査に従事していた平成４年から６年までの間に選

別した資料の中から、たった２粒ですがヒエ属の種子がみ

つかりました。形態は、野生のイヌビエに近いものでした。

　

旭川

函館

札幌

北斗市　
茂別遺跡（続縄文時代）

 

余市町　
フゴッペ貝塚（縄文時代中期）
　　　　

千歳市　
キウス４遺跡（縄文時代後期）
キウス５遺跡（擦文文化期）
ユカンボシC15遺跡（擦文・アイヌ文化期）
オルイカ２遺跡（アイヌ文化期）
チプニー１・２遺跡（アイヌ文化期）
アンカリトー７遺跡（アイヌ文化期）

函館市　
中野B遺跡（縄文時代早期）
石倉貝塚（縄文時代前期）

七飯町　
鳴川右岸遺跡
（縄文時代中期）

函館市中野B遺跡出土ヒエ属種子（背面）「 「  のスケール1㎜

主なヒエ属出土遺跡位置図
（当センターが発掘調査したものに限定）
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◆交通案内◆
・JR大麻駅から、徒歩約20分
・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）
　　・夕鉄バス（文教通西）に乗車
　　　「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車
　　　「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分

○人事異動

	 ○採用		

	 作田千秋	 総務部総務課参与		  （４月１日付け）

	 佐川俊一	 第２調査部第２調査課主任	 （４月１日付け　再雇用）

	 藤本昌子	 第１調査部普及活用課主任	 （４月１日付け　再雇用）

						    

	 ○退職		

	 遠藤香澄	 第２調査部第１調査課長		  （３月３１日付け）

	 佐川俊一	 第１調査部第４調査課主査	 （３月３１日付け）

	 藤本昌子	 第１調査部普及活用課主査	 （３月３１日付け）

	 前田克己	 総務部総務課参与		  （３月３１日付け）

						    

	 ○昇任（４月１日付け）		

	 皆川洋一	 第１調査部第４調査課長	 　　	 第２調査部第３調査課主査から

	 今本宏信	 総務部業務課主査	 　　	 総務部業務課主任から

	 吉田裕吏洋	 第１調査部第１調査課主査　　	 第１調査部第１調査課主任から

	 山中文雄	 第１調査部第２調査課主査	 第１調査部第２調査課主任から

	 酒井秀治	 第２調査部第１調査課主査	 第２調査部第２調査課主任から

	 柳瀬由佳	 第２調査部第１調査課主査	 第２調査部第１調査課主任から

	 直江康雄	 第２調査部第２調査課主査	 第１調査部第４調査課主任から

○平成25年度9月以降の祝日開館日

　9 月 16 日（月）敬老の日、9 月 23 日（月）秋分の日、10 月 14 日（月）体育の日、11 月 3 日（日）文化の日

　北海道遺跡百選 6　「千歳古砂丘周辺の旧石器遺跡群」

　平成 25 年 10 月 26 日（土）〜 26 年 3 月 2 日（日）

○平成25年度9月以降の臨時休館日

　12 月 25 日（水）から 12 月 28 日（土）、３月 25 日（火）から３月 28 日（金）

○特別展示

○お知らせ


